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１．目的  

 2011 年 3 月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震により甚大な津波被害を受けた石巻線は、浦宿駅～女川

駅間を除く区間が現位置での復旧が完了し運転再開済みである。今回の復旧範囲となる浦宿駅～女川駅間につ

いては、浦宿駅～女川トンネル出口までは現位置で復旧し、津波被害の甚大だった女川トンネル出口～女川駅

間（図-1）は、自治体の復旧まちづくり計画と一体となって女川駅と線路を移設復旧する計画である。 

 本稿では、早期の工事着手・運転再開に向けた取組みについて報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．計画概要 

(1) 配線計画 

移設復旧される線路線形（図-2）は、新たなまちづくり計画における駅舎の位置と、既存の女川トンネルと

の位置関係から、曲線半径 R＝300m を適用した。（※従前の最小曲線半径は R=250m） 

(2) 津波対策 

今後の津波対策として、駅周辺は自治体により L1 津波に対応する高さまで嵩上げされ、L2 津波対応として

は線路北側への避難路が自治体により整備される計画となっている。その計画とあわせ、女川駅自体も約 200

ｍ程度の移設を計画した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 キーワード 移設復旧、まちづくり、東北地方太平洋沖地震 
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図-2 計画平面図・縦断図 

図-1 浦宿～女川間 復旧位置図 



３．駅周辺の嵩上げに伴う盛土の品質管理 

自治体で施行される駅周辺地区の造成工事は、周囲の山から切土し、駅周辺の低地を約 5～6ｍ程度嵩上げ

されるもので、早期復旧に向けて鉄道復旧工事着手までの盛土工事期間は 1 年弱で計画され、その間に約 50

万 m3（駅周辺全体の最終的な盛土量は約 140 万 m3）の盛土が計画された。 

鉄道復旧工事の早期着手のためには、盛土の品質を確保しつつ、できるだけ急速に施工を進める必要があっ

た。以下に、盛土の急速施工に伴う品質管理方法について報告する。 

（1） 仕上り厚さの変更 

通常の盛土工事では、盛土 1 層の仕上り厚さは 30cm 以下となるように管理しているが、今回は急速施工を

可能とするために、仕上り厚さを 50cm まで拡大するために、以下のような検討を行った。 

① 仕上り厚さ 50cm で盛土の品質を確保できるかどうかの検討 

② 仕上り厚さ 50cm で施工する際の盛土の品質管理方法の検討 

（2） 試験盛土 

 前項の検討事項に対して、試験盛土を実施して、品質確保に向けた施工方法と、急速施工に向けた品質管理

方法を検討した。 

① 施工方法の決定 

 盛土の仕上り厚さを 50cm とした場合においても盛土内部の品質（締固め度）が確保されていることを確認

するため、通常の表面透過型 RI に加えて、盛土の仕上がり厚さ＋10cm の盛土最深部（深さ 60cm）（図-3）の

締固め度を確認できる 2 孔式 RI を使用した。試験盛土は図-3・4 に示すとおり、仕上り厚 60cm で実施し、転

圧回数の増加に伴う盛土内部の締固め度を測定し、仕上り厚 60cm の最深部において所定の締固め度（Dc≧

90％）を満足できる転圧機械（振動ローラー）と転圧回数（4 回以上）を決定した。 

② 品質管理方法の決定 

 盛土の品質管理項目としては、締固め度と地盤反力係数（K30 値）が上げられるが、急速施工に伴う盛土の

品質管理方法は、試験盛土で得られた各測定値の相関性より決定した。 

 具体的には、2 孔式 RI で測定された 1 層 60cm の最深部における締固め度が所定の値を満足する時の、表面

透過型 RI の計測値から、締固め度と地盤反力係数の相関性を確認した。 

 また、転圧回数の増加に伴う盛土表面の K30 値を、平板載荷試験と簡易支持力測定器の 2 種類の方法で測

定し、得られた測定値の相関性を確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

石巻線浦宿駅～女川駅間の移設復旧工事に 

ついては、2014 年度初に自治体からの引渡し 

を受け、鉄道施設復旧工事に着手した。今後 

は 2015 年 3 月の運転再開を目指し鋭意工事を 

進めている。 

工事計画に際して、各種検討や調整にご協力 

いただいた方々に心から感謝申し上げます。 

図-3 2 孔式 RI 図-4 試験盛土概要図 

写真-1 鉄道施設復旧工事の着手前全景 
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